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「
み
ど
り
色
濃
き　

津
の
峰
の
…
」

　

合
唱
団
で
施
設
を
訪
問
さ
せ
て
い
た

だ
く
時
、
そ
し
て
演
奏
会
の
時
、「
こ
こ

ぞ
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
歌
う
の
が
「
阿

南
市
民
の
歌
」
で
す
。

　

阿
南
市
の
名
山
「
津
乃
峰
山
」
を
歌

い
出
し
と
す
る
こ
の
歌
は
、
１
９
６
６

年
、
阿
南
市
を
愛
す
る
橘
町
の
円
乗
寧

代
氏
に
よ
っ
て
作
詞
さ
れ
ま
し
た
。
３

番
ま
で
読
み
上
げ
る
と
、
那
賀
川
や
橘

湾
の
真
珠
産
業
等
、
私
た
ち
の
市
の
息

づ
か
い
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
で
す
。

　

こ
の
見
事
な
歌
詞
を
歌
に
織
り
込
ん

で
い
か
れ
た
の
が
、
音
楽
の
世
界
を
深

く
知
る
長
生
町
の
富
永
照
美
氏
。
歌
全

体
が
と
て
も
滑
ら
か
で
優
し
く
、
同
時

に
力
強
さ
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。「
弱
起
」

と
い
う
技
法
を
使
い
、
柔
ら
か
な
出
だ

し
で
、
私
た
ち
を
歌
の
世
界
に
誘
う
と
、

「
津
乃
峰
の
」
の
リ
ズ
ム
「
タ
ー
ン
タ　

タ
ン
タ
ン　

タ
ー
ン
」
の
四
分
音
符
の

連
続
（
傍
線
部
）
が
出
現
。
ど
っ
し
り

と
し
た
落
ち
着
き
、
重
厚
感
を
感
じ
ま

す
。
こ
の
柔
ら
か
さ
と
重
厚
感
が
曲
全

体
の
要
所
要
所
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
散
り

ば
め
ら
れ
、
私
た
ち
の
心
に
印
象
深
く

残
る
歌
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
「
希
望
の
朝
を
野
に
立
て
ば
」

　

未
来
に
開
か
れ
た
光
明
を
感
じ
、
し

っ
と
り
と
し
た
表
現
か
ら
は
、
ま
さ
に

こ
の
歌
詞
な
ら
で
は
の
雄
大
さ
と
生
命

感
を
感
じ
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
部
分

を
歌
っ
て
い
る
と
、
爽
や
か
で
な
ぜ
か

新
鮮
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

音
楽
の
構
成
に
秘
密
が
あ
り
ま
す
。
本

来
ニ
長
調
と
い
う
調
子
で
書
か
れ
て
い

る
こ
の
歌
に
、
な
ん
と
イ
長
調
と
い
う

別
の
調
子
に
使
わ
れ
る
音
を
そ
っ
と
入

れ
て
あ
る
の
で
す
。
思
い
も
よ
ら
な
い

他
の
調
子
の
世
界
か
ら
や
っ
て
き
た
、

「
♯
ソ
」
と
い
う
こ
の
音
。
こ
こ
に
醸
し

出
さ
れ
る
雰
囲
気
と
歌
詞
の
爽
や
か
さ

が
織
り
重
な
り
、
独
特
の
新
鮮
さ
が
生

ま
れ
ま
す
。

　
「
あ
ゝ
、
わ

れ
よ
く
ぞ
生
ま

れ
た
り
」

　

感
嘆
詞
か

ら
始
ま
る
こ
の

一
節
に
、
私
た

ち
の
市
を
支

え
て
き
て
く
だ

さ
っ
た
ご
先

祖
さ
ま
、
未
来

の
人
々
、
そ
し
て
、
今
を
生
き
る
私
た

ち
を
思
い
ま
す
。

　

最
後
は
、「
う
る
わ
し
き
」
と
徐
々
に

盛
り
上
が
っ
て
く
る
メ
ロ
デ
ィ
が
、「
阿

南
の
郷
に
」
と
続
き
、
余
分
な
音
を
使

わ
ず
毅
然
と
し
た
姿
を
示
す
表
現
で
、

力
強
く
締
め
く
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
歌
が
、
２
番
、
３
番
と
つ
な
が

り
、
私
た
ち
の
阿
南
市
を
高
ら
か
に
歌

い
上
げ
て
い
る
の
で
す
。　

　

ま
た
、
真
鍋
順
紀
氏
の
編
曲
に
よ
る

混
声
四
部
合
唱
で
は
、
女
声
と
男
声
と

で
主
旋
律
を
歌
う
部
分
が
見
事
に
振
り

分
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
地
に
集
う
全

て
の
市
民
が
、
力
を
合
わ
せ
て
未
来
を

切
り
開
い
て
い
こ
う
と
す
る
意
思
を
感

じ
ま
す
。

　
「
阿
南
市
民
の
歌
」
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
で
、
朝
昼
夕
に
流
れ
て
い
ま
す
。

懐
か
し
い
阿
南
の
風
景
や
今
に
活
躍
す

る
人
々
、
未
来
を
創
る
子
ど
も
た
ち
、

生
ま
れ
出
た
命
等
々
、
た
く
さ
ん
の
映

像
に
合
わ
せ
、
市
内
の
合
唱
団
が
力
を

合
わ
せ
て
歌
い
上
げ
た
演
奏
が
聴
か
れ

ま
す
。

　
「
こ
の
素
晴
ら
し
い
歌
が
、
世
代
を
超

え
て
受
け
継
が
れ
て
行
か
ん
こ
と
を
」

と
、
切
に
願
い
ま
す
。

あ
な
ん文

化
紀
行

あ
な
ん
文
化
紀
行
は
偶
数
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

私
た
ち
の
歌

第７回

阿
南
合
唱
団
指
揮
者　
　
　

吉
見　

隆
史
さ
ん

� �

問い合わせ　こどもフェスティバル実行委員会事務局　　 　（生涯学習課内）　☎22ー3391 問い合わせ　企画政策課　☎22ー3429

令和３年度
阿南市こどもフェスティバル

中止のお知らせ

平和を祈り１分間の黙とうを

　例年秋ごろに開催していました阿南市こどもフェ
スティバルにつきましては、新型コロナウイルス感
染拡大が続いている現状に鑑み、開催を中止する
こととしました。

　昭和20年、広島と長崎に原爆が投下され、日本
は唯一の被爆国となり終戦を迎えました。
　犠牲者のご冥福をお祈りし、核も戦争もない平
和な世界を願い、家庭や職場および地域で１分間
の黙とうをささげましょう。
広島　8月6日㈮	 8：15
長崎　8月9日（振休）	 11：02
終戦　8月15日㈰	 12：00

中止


